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テ トラ セ ル ミス  (Tetraselmis  tetrathele) を
餌 としたシオ ミズツボワムシの個体群増殖
平野 慶二 ・ 平 山 和次
The effect of Tetraselmis tetrathele as a food on population 
       growth of the rotifer  Brachionus plicatilis
Keiji HIRANO and Kazutsugu HIRAYAMA
   The dietary effect of Tetraselmis tetrathele (Prasinophyciae) on the population growth 
of the rotifer Brachionus plicatilis was investigated with the method of individual culture, 
in comparison with Chlorella sp. In individual culture, the rotifers were cultured separately 
in test tubes and observed daily to obtain the survival rate and fecundity while the test food 
suspension was renewed daily. From daily counts, intrinsic rate of population increase (r) 
and net reproduction rate  (Ro) were calculated as the indices of dietary effect of the sus-
pension. 
   In the first experiment, the indices of dietary effect of the suspensions of Tetraselmis 
tetrathele or  Chlorella sp, at various densities were obtained with the rotifer groups which 
were pre-cultured with the respective kinds of phytoplankton. 
   In the second experiment, the indices for both kinds of phytoplankton were obtained with 
the first-laid eggs of an actively growing group of the rotifer, in order to compare strictly 
the dietary effect of Tetraselmis tetrathele to that of  Chlorella sp. 
   The results show that the indices for Tetraselmis tetrathele were higher than or almost as 
high as those for  Chlorella sp. We consider that the former is a better food than or at 
least as good a food as the latter for the population growth of the rotifer.
プラシノ藻類 のテ トラセルミス(Tetraselmis tetra-
thele)は シンガポールなど東南 アジア諸国で ワムシ量
産用餌料の一つ と して用い られている微小藻類 である
(岡内 ・福所,1984a).
我国でワムシ培養用餌料藻類 として用いられている
海産 クロレラは梅雨期か ら夏期 にかけて しば しばその
培 養が不調 となり,ワ ムシ生産 に支障を きたすことが
多い.岡 内 ・福所(1984a,b)は この クロ レラの欠点 を
補 いうるもの として本種に着目し,そ の培養特性 を調
査 しワムシに対する餌料価値 をバ ッチ式培養法により
求めている.彼 ら(1984b)は"テ トラセル ミスはワム
シ培養用餌料 として好適 であり,ク ロ レラに比べ て環
境適応力が強い ことと共に クロレラの代替餌料 として
有望 と思 われる.な お今回はバ ッチ式培養法 を用いた
が,ワ ム シ代謝産物 の影響 あるいは餌料密度変化の影
影の少ない個別飼育法(Hirayama et al.1979)で も
ワムシに対す る餌料価値 を比較する必要 がある."と 述
べている.
本報告は この提案 をうけて,テ トラセ ル ミスの ワム
シに対す る餌料価値 を個別飼育法によって求め,海 産
クロ レラと比較 した.
本文 に入 るに先立 ち,テ トラセ ルミスを分譲 してい
ただいた養殖研究所の岡内正典,福 所邦彦 のお二人 に
感謝致 します..
材 料 お よび 方 法
実験 に用 い た テ トラセ ル ミスは 岡 内 ・福 所(1984a,
b)と 同一 株 で あ り,シ オ ミズツボ ワム シBrachionus
plicatilis(以 後 ワ ム シ と略 記す る)は 従来 〔長 崎〕 と
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ラセルミスで’えられた指標値のクロレラのそれに対す
る比を比較値として求め，それを別報での7種の藻類
の比較値に追加してFig．3に示した．図にみられる
ように，別報で調べられたどの藻類よりもテトラセル
ミスの比較値は高く，ワムシに対する餌料価値のすぐ
れていることを示している．
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